
 

 

   

 

  

 スペック 

計算能力 18.6TFLOPS 

ストレージ ホーム：12TB 

大容量：3.0PB 

サーバ 計算サーバ 9 式 

グリッドサーバ 

仮想化基盤サーバ 

ネットワーク コアスイッチ x2 

ファイヤウォール x2 

VPN 

高エネルギー物理学データ解析実験施設用 

計算機システム (2021年更新) 

高エネルギー素粒子
物理学研究室 

(2021/3/31) 

本施設における素粒子実験研究では、新しい素粒子世界の発見を目指し、世界最高ビーム輝度を誇る高エ

ネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市）の KEKB-Belle 実験及びその後継である SuperKEKB-Belle II

実験、欧州 CERN 研究所（スイス、ジュネーブ）の世界最高エネルギーLHC-ATLAS 実験、および J-PARC

のミューオン g-2/EDM 実験における、測定器シミュレーションおよび物理データ解析を主体的に推進している。本

施設は、KEKB-Belle 実験の B 中間子やタウレプトン物理、LHC-ATLAS 実験のトップクォーク、ヒッグス粒子、

余剰次元に関連する粒子等の重い素粒子に着目し、これまで多大な成果を挙げてきた。現在、SuperKEKB-

Belle II 実験、及び LHC-ATLAS 実験は精力的に実験データを収集しており、新物理の発見を目指し、より大

量のデータを利用した物理解析を推進している。さらに、最先端測定器開発のために測定器シミュレーションや機

械学習・ニューラルネットワークを応用したソフトウエアの開発も行っている。 

本施設は、上記加速器実験で得られるデータを用いた物理解析、並びに将来計画のための測定器開発に対

するシミュレーション及びデータ解析のためのシステムである。加速器実験におけるビーム強度向上と共にデータ量

は増大し、さらに物理解析対象となる反応過程が増えることから、大容量のデータを効率よく管理し、迅速に解析

を行って物理結果を出すことが要求される。また、機械学習など新しい計算技術を応用した解析が主流となりつつ

あり、計算能力への要求が高くなっている。それらに対応できる研究体制を構築するために、富士通と共に、今回

システムの更新と強化を行った。データ保存領域の容量及び計算能力を増強し、また、ジョブ管理システム、グリッ

ドシステム等は仮想化技術を用いて運用することでハードウェア障害への対応やセキュリティ対策への対応を容易

にした。更新システムは、前回と同様、ユーザ管理システム、ホームディレクトリサーバを備え、基盤サーバ上に構築

したユーザ用サーバに各自の端末からログインする形式をとり、統一的に管理できるシステムとなっている。現在、デ

ータ移行、システム調整を終え、順調に稼働しており、ユーザが精力的にデータ解析を行っている。 

 



 

 

 

  

業績リスト (2016～2020) 

 

博士論文 

川口智美, “Search for the dimuon decay of the Higgs boson in 139 fb-1 of pp collisions at   

√s = 13 TeV with the ATLAS detector“ (2020 年度) 

佐野祐太, “Search for Pair Production of Higgs Bosons via Vector-Boson Fusion Process in 

the bbbb Final State Using Proton-Proton Collisions at √s = 13 TeV with the ATLAS 

Detector” (2019 年度) 

小野木宏太, “Search for Scalar Top-Quark Pair-Production of Compressed SUSY Scenarios 

in the Final State Involving One Lepton, Jets, and Missing Transverse Energy in pp 

Collisions at √s = 13 TeV with the ATLAS Detector” (2017 年度) 

廣瀬茂輝, “Measurement of the Branching Fraction and Polarization of the  Lepton in the 

Decay B→D* - ν at the Belle Experiment” (2016 年度) 

 

修士論文 

(2020 年度) 

大久保亮吾, 「素粒子実験の大規模化・高度化を推進する高時間分解能光検出器の開発」 

原舜基, 「Belle II 実験 TOP カウンターにおける機械学習を用いた光子ヒットパターン認識による粒子識別手

法の開発」 

前原真心, 「高検出効率光検出器 SiPM によるチェレンコフ光検出器 TOP カウンターの改良」 

山田敏大, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けた TGC 検出器の 40 MHz 陽子衝突バンチ識別回路の評価」 

四塚麻衣, 「ミューオン g-2/EDM 精密測定実験における低エミッタンスミューオンビーム実現に向けた加速器低

速部ビーム輸送系及び高時間分解能バンチ幅モニタの開発」 

綿井稜太, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けた大容量光通信機とハイエンド FPGA を搭載したミューオントリ

ガーボードの開発」 

 

(2019 年度) 

麻田晴香, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けたμ粒子トリガーのための飛跡再構成ファームウェアの開発」 

稲熊勇人, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験エンドキャップミューオントリガーの実機前段回路の開発」 

江角悠, 「LHC-ATLAS 実験における新しいハードウェアを用いたμ粒子と粒子トリガーの開発」 

児島一輝, 「Belle II 実験 TOP カウンターの光子検出能力の評価に基づく長期運用手法の確立」 

山之内丈, 「Belle II 実験における機械学習を用いた粒子識別アルゴリズムの開発と性能評価」 

若松一輝, 「LHC-ATLAS 実験における Hough 変換を用いたμ粒子トリガーの開発と性能評価」 

脇田萌, 「LHC-ATLAS 実験におけるマルチスレッド対応ミューオントリガーの実装と性能評価」 



 

 

 

  

(2018 年度) 

伊藤秀一, 「高輝度 LHC 環境下で安定動作するμ粒子トリガーの前段回路開発」 

奥藤陸矢, 「Belle II 実験 TOP カウンターの光検出器及び読み出し回路の実機調整と光子検出能力の評

価」 

須江祐貴, 「ミューオン g-2/EDM 精密測定実験に向けたミューオン RF 加速におけるバンチ構造の測定と蓄積

ビームの診断手法の開発」 

千賀智史, 「Belle II 実験 TOP カウンターの位置・時間較正」 

林田 翔太, 「LHC-ATLAS 実験ミューオントリガーのためのマルチスレッド対応フレームワークの研究開発」 

平田光, 「Belle II 実験におけるハドロン分光に向けた測定器の粒子識別性能と質量分解能の評価」 

 

(2017 年度) 

大森雷太, 「Belle II 実験 TOP カウンター実機のインストールと磁場中試験での機械的特性の研究」 

都築識次, 「Belle II 実験開始に向けた TOP カウンター実機の性能検証」 

川口智美, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けたパターンマッチングを用いた TGC 飛跡トリガーの開発」 

室山玄太, 「高時間分解能光検出器 MCP-PMT の内部残留ガスによる光電面劣化のメカニズムの研究」 

 

(2016 年度) 

 宿谷琴子, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けたエンドキャップミューオントリガーのための高速データ転送回路の

開発」 

水越健太, 「高輝度 LHC-ATLAS 実験に向けた FPGA-TDC を搭載したミュー粒子検出器用フロントエンド回

路の開発」 

小林一帆, 「チェレンコフ光検出技術の TOF-PET 装置への応用可能性」 
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